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第 22 回 TwellV 放送番組審議会 議事概要 

 

 

１．開催年月日  2014 年 9月 30 日（金）16：00～18:00 

２．開 催 場 所  ワールド・ハイビジョン・チャンネル株式会社 

プレゼンテーションルーム 

 

３．出席者 

出席委員：7名中 7名出席 

委 員 長   石田 寛人（金沢学院大学 名誉学長） 

副委員長   勝島 敏明（公認会計士・税理士） 

委 員   菅谷  実（慶應義塾大学 教授） 

委 員   山下 東子（大東文化大学 教授） 

委 員   古濱 洋治（元郵政省通信総合研究所 所長） 

委 員   伊藤 佳子（プロゴルファー） 

委 員   坂田 康太郎（株式会社 CAP 代表取締役社長／音楽プロデューサー） 

 

放送事業者側出席者： 

社長         森内 譲 

常勤監査役      野﨑 一彦 

編成・営業本部長   小林 慎一郎 

管理本部長      尾上 一也 

編成部長       西村 和晃 

事務局        安倍 健一 廣部 将人 

 

４．議題 

【報告事項】 

・番組種別分類結果について 

・2014 年 10 月以降の番組編成内容について 

 

【審議事項】 

・審議番組「3×3 ＳＴＹＬＥ」について 
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５．議事の概要 

【報告事項】 

・番組種別分類結果について 

2014 年 4 月～2014 年 9 月の第 3 月曜日を起点とする各 1 週間（計 42 日）に放送した 

番組の種別の分類と、種別ごとの放送時間の合計が報告された。 

 

・2014 年 10 月以降の番組編成内容について 

2014 年 10 月以降の番組編成内容について、「プログラムガイド（2014 年 10・11・12

月）」に基づき説明があった。 

 

【審議事項】 

・審議番組「3×3 ＳＴＹＬＥ」について 

審議番組「3×3 ＳＴＹＬＥ」についての委員からの主な講評 

・ナレーションが良く、番組にリズム感がある。 

・5人制バスケットボールと比べて「3×3」は試合時間も短く、スピード感やスリリン

グ感もあり、競技会場も様々な所で実施出来る。「3×3」を番組として取り上げる事

で認知度も高まるだろう。 

・番組では複数試合を取り上げているが、どのレベルの試合なのか、1試合の時間がど

の位なのか等、知ってる人が見れば分かるのだろうが、初めて見る素人の方には分

かりにくいかもしれない。※1 

・選手インタビューはあったが、そもそもプロ選手かアマチュア選手かも分からない

し、身長や年齢といったデータも出て来ない。※2 

・「3×3」は他の競技と比べてビジュアル的に面白いし、躍動感がある。 

・ロードレースやモトクロスをはじめ、今回の「3×3」のようなマイナースポーツを

取り上げる取組みは素晴らしい。 

・バスケでも「3on3」は知っていたが、「3×3」は初めて知った。毎回競技の説明を入

れるのは違和感があるものの、多くの人に知ってもらうという点では「3×3」につ

いて掘り下げた内容を盛り込んでも良かったのではないか。 

・「3×3」はバスケットボールゲームの良い要素を集めた競技であり、点が入りやすい

等、面白味がある。イベント開催による集客期待もあり、可能性は広がる。 

・映像について、カメラスピードが早過ぎるのと、ズーミングがやたらと多いので、

視聴者の一部には体調面での影響を受ける人が出る可能性があるのではないかと感

じた。 

・カメラ位置について、下の方から選手を映すので、上の方から撮影するより躍動感 

が出ている。 
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※1 及び※2 については、編成･営業本部長及び編成部長より、本番組の最初の回ではト

ーナメントの構造やルールについての説明が行われているが、その後の回でも、ポイン

トとなる点は入っていても良かったのでご意見を参考にさせて頂くとの説明あり。 

  

【その他】 

・放送の高度化へ向けてオールジャパン体制で取り組む一環として、NexTV フォーラムが

運営している Channel 4K で放映している当社制作のオリジナル番組『2013 鈴鹿 8 耐

4K プレミアムダイジェスト』（約 15 分間）を上映し、審議委員に視聴頂いた。 

以上 


